
うぐいす 

原
はら

民
たみ

喜
き

 

 梅
うめ

の花
はな

が咲
さ

きはじめました。学校
がっこう

の門
もん

のところにある梅
うめ

も、公園
こうえん

の池
いけ

のほとりにある梅
うめ

も、

静
しず

かに花
はな

をひらきました。雄二
ゆ う じ

の家
いえ

の庭
にわ

の白梅
しらうめ

も咲
さ

きました。花
はな

に陽
ひ

があたると、白
しろ

い花
はな

は

パッとうれしそうにかがやきます。日
ひ

蔭
かげ

の枝
えだ

にある花
はな

は静
しず

かに青空
あおぞら

をながめています。梅
うめ

の

花
はな

はみんなじっと何
なに

かを待
ま

っているようでした。 

 雄二
ゆ う じ

の家
いえ

の庭
にわ

さきに、ある朝
あさ

、うぐいすがやって来
き

ました。ホーホケキョ ホーホケキョ 

うぐいすは梅
うめ

の枝
えだ

にとまって二
ふた

声
こえ

三
み

声
こえ

さえずりました。が、すぐにへいをとびこえて、どこ

かへとんで行
い

ってしまいました。 

 その翌朝
よくあさ

もまたうぐいすがやって来
き

ました。こんどは、雄二
ゆ う じ

の家
いえ

の庭
にわ

が気
き

に入
い

ったのか、

少
すこ

しゆっくりしているようでした。うぐいすは梅
うめ

の木
き

の枝
えだ

から枝
えだ

へ上手
じょうず

にとびうつって遊
あそ

ん

でいました。が、しばらくすると、またへいをとびこして行
い

ってしまいました。 

 うぐいすは毎朝
まいあさ

やって来
き

て、だんだん雄二
ゆ う じ

の家
いえ

の庭
にわ

を好
す

きになるようでした。縁側
えんがわ

の方
ほう

か

ら雄二
ゆ う じ

たちが見
み

ていても、あわてて逃
に

げだすようなことはありません。 

 日曜日
にちようび

の朝
あさ

でした。 

「よし、あのうぐいすを一
ひと

つ写真
しゃしん

にうつしてやろう」と、雄二
ゆ う じ

の父
ちち

は早速
さっそく

カメラを持
も

って縁側
えんがわ

に現
あらわ

れました。 

「とれた、とれた、うまくとれたぞ」 

 父
ちち

はうれしそうでした。雄二
ゆ う じ

もどんな写真
しゃしん

が出来
で き

るのか早
はや

く見
み

たくてたまりませんでした。

五日
い つ か

ほどして、うぐいすの写真
しゃしん

は出
で

来
き

上
あが

りました。それは庭
にわ

の黒
くろ

べいと梅
うめ

の枝
えだ

が黒
くろ

くうつっ

ていて、白
しろ

い花
はな

とうぐいすの姿
すがた

がくっきりと浮出
う き で

ている、すばらしい写真
しゃしん

でした。雄二
ゆ う じ

は父
ちち

からその写真
しゃしん

を一枚
いちまい

もらいました。 

 けれども、その写真
しゃしん

が出来
で き

た頃
ころ

から、うぐいすは雄二
ゆ う じ

の家
いえ

の庭
にわ

に姿
すがた

を見
み

せなくなりまし

た。どうしたのかしら、どうしたのかしら、と、雄二
ゆ う じ

はしきりにさびしくなりました。 

 

テキスト：http://www.aozora.gr.jp/cards/000293/files/43538_28512.html 

朗  読：http://aozoraroudoku.jp/voice/rdp/rd058.html 
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鶴
つる

の笛
ふえ

 

林
はやし

芙
ふ

美
み

子
こ

 

 昔
むかし

、ききんのつづいた年
とし

がありました。その村
むら

には鶴
つる

が大変
たいへん

たくさんいました。鶴
つる

たち

は毎日
まいにち

、たべものを探
さが

して歩
ある

きましたけれど、どこにもたべものがないので、気
き

の早
はや

い鶴
つる

は

みんな旅
たび

仕
じ

度
たく

をして遠
とお

くへ飛
と

んでゆきました。 

 すると、足
あし

の悪
わる

い鶴
つる

と、そのお嫁
よめ

さんだけが、その村
むら

へのこることになりました。足
あし

の悪
わる

い鶴
つる

は、みんなのいなくなったさびしい沼地
ぬ ま ち

のふちの葦
あし

のしげったところに立
た

ってみんなが

飛
と

びたって行
い

った空
そら

をみていました。 

 ある日
ひ

、鶴
つる

のお嫁
よめ

さんは水
みず

ぎわのなかを、一生懸命
いっしょうけんめい

くちばしでたべものを探
さが

していまし

た。小魚
こざかな

でも一
いっ

ぴきぐらいいないかしら、どじょうでもいい、もう、今朝
け さ

はさすがにふらふ

らになって一生懸命
いっしょうけんめい

、あっちこっち探
さが

していました。朝陽
あ さ ひ

がきらきら光
ひか

って広
ひろ

い空
そら

に浮雲
うきぐも

が

一
ひと

つ西
にし

の方
ほう

へゆるく流
なが

れてゆきます。若木
わ か ぎ

の林
はやし

のなかは、ところまだらに陽
ひ

の光
ひかり

が煙
けむ

って

いて美
うつく

しい景色
け し き

でした。 

 すると、しばらくして、何
なん

ともいえない美
うつく

しい笛
ふえ

の音色
ね い ろ

がきこえました。おや、何
なん

だろ

うと思
おも

いました。いままでおなかのすいていたお嫁
よめ

さんの鶴
つる

は、ふっとおなかのくちくなる

ような気
き

がして、その美
うつく

しい笛
ふえ

の音色
ね い ろ

をきいていました。 

 そおっと笛
ふえ

の音
ね

のする方
ほう

へ歩
ある

いてゆきますと、足
あし

の悪
わる

い鶴
つる

が横笛
よこぶえ

を吹
ふ

いていました。 

「おやおや、あなたが笛
ふえ

を吹
ふ

いていたのですか。」 

 お嫁
よめ

さんの鶴
つる

がたずねました。 

 足
あし

の悪
わる

い鶴
つる

ははずかしそうにふりかえって、 

「さっきね、何
なに

かないかと思
おも

って沼
ぬま

のなかを探
さが

していたのさ。そしたら、カチンと固
かた

いもの

がくちにさわったので、あわててくわえたらこの笛
ふえ

だったのよ。何
なん

だろうと思
おも

ってね、いろ

んな風
ふう

にくわえていたら、ふっと竹
たけ

の小
ちい

さい穴
あな

からきれいな音
おと

がしたのさ、もう、おなかの

すいたのも忘
わす

れて、これを吹
ふ

いていたのさ‥‥。」
・ ・ ・ ・ 。 」
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